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特許実施契約締結のお知らせ 

 

当社は平成 26 年 8 月 28 日開催の取締役会において、当社子会社の株式会社遺伝子治療研究所と学校

法人自治医科大学（以下、「自治医大」という。）の間で、自治医大が出願中の特許である「神経系細胞

への遺伝子導入のためのアデノ随伴ウイルスビリオン」に関し、特許実施契約を締結することを決議い

たしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 
１．特許実施契約の趣旨 
 当社は平成 26 年 5 月に先端医療関連事業を行う株式会社遺伝子治療研究所を設立いたしましたが、こ

のたび同社と自治医大の間で、自治医大が出願中の特許である「神経系細胞への遺伝子導入のためのア

デノ随伴ウイルスビリオン」（PCT/JP2011/075240）の日本国内及び海外全域における実施権に関し、

期間 20 年の特許実施契約を締結いたしました。 
本件特許における発明の改変型アデノ随伴ウイルス（改変型 AAV）は、AAV が血液脳関門を透過し神

経疾患の遺伝子治療に適していることに加え、改変することによって目的とする遺伝子を脳脊髄の神経

細胞選択的に発現することを可能にしたものであります。筋萎縮性側索硬化症（ALS）やアルツハイマ

ー病等の神経性疾患の治療においては、脳や脊髄で可能な限り多くの神経細胞に遺伝子導入することが

望まれておりますが、この改変型 AAV ベクターはある種の方法により遺伝子導入効率を向上させている

ほか、神経細胞特異的に遺伝子を発現させることも実現しています。 
AAV は遺伝子治療のベクターとして欧米においても臨床研究に用いられており、病原性がなくウイル

ス増殖能も欠如している点において安全性が高いため、世界的に注目されております。当社といたしま

しては、本件特許の「改変型 AAV」を応用し、ALS やアルツハイマー病等の神経性疾患の治療を早期に

実施することを計画しており、先行する欧米の遺伝子治療を追随し、日本国内のみならず海外、特にア

ジア・中近東地域での遺伝子治療の実施を展開することを視野に入れております。 

 
 

２．今後の見通し 

 本件特許を応用した神経性疾患の治療が開始された場合には、当社連結業績に一定の影響を与えるも

のと考えておりますが、現段階では軽微なものと見込んでおります。 

以上 


